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講演会の報告（第 48 回会員集会） 

日時：令和 6年 10 月 26 日(土)13 時 30分～15 時 30 分 

場所：日本水道会館会議室及び WEB（Zoom） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

講演：水道行政の移管 ～「歴史的瞬間」に立ち会って～ 

講師：環境省水・大気環境局総務課長 名倉 良雄 様 

写真-1 講演中の名倉様 

名倉様は、冒頭約 60 年にして初めて開花した日比

谷公園のリュウゼツランを紹介。近代水道における

行政や法整備の歴史を紐解き、昭和 32年の閣議決定

から 67 年目となる今年の水道行政移管経緯を説明さ

れました。新型コロナウイルス感染症対策が強化さ

れる中、当事者である水道課では移管に関して詳細

な情報がなく、決定を待つしかなかったというやる

せなさをにじませ当時の状況を話されました。また

水道と下水道では、予算立て、法律上の思想、事業

の主体者、原価構成などの違いや、国交・環境両省

設置法の見直しがされたことなどを説明し、これか

らどう違いを乗り越えるか、様々影は出ると指摘さ

れました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今回から新企画として水を語る会幹事による若手が水

道に思う話題提供を行いました。 

話題１：コスト削減はどんな時に実現するのか 

提供者：水道技術経営ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ(株) 山口 兵夫 幹事 

 山口幹事は、話題提供企画の趣旨説明と PPP 事業

の可能性調査業務を通して得たコスト削減に対する

視点を説明しました。水道サービスは公共財と商品の

どちらでもあること、

マトリックスで公と民

で成功に対する定義が

違うこと、能力と信頼

性に影響する因子、変

動費と固定費の削減方

法など、PPP の評価に係

る課題を提示しました。 写真-2 講演中の山口幹事 

話題２：水道管路市場の活性化に向けて 

提供者：(株)クボタケミックス 名取 大輔 幹事 

 名取幹事は、幹事の仕事紹介と水道管路市場におけ

る予算確保に向けた課題を説明しました。管路更新率

を上げるためには補助

金による財源確保が必

要であること、業界と

して国への要望時期を

見直すべきであること

を指摘し、水道管路市

場が魅力ある市場にな

るよう訴えました。   写真-3 講演中の名取幹事 

定例幹事会の報告 

日時：令和 6年 10 月 26日(土) 12 時～12 時 50 分 

場所：日本水道会館及び WEB 会議 

議題：①今後の会員集会について 

②リレーエッセイ、新水道百選について 

編集後記 

水道行政の移管は 60 年後どう評価されるでしょう

か。上下水道ともに着実かつ迅速な課題解決が業界全

体でもとめられると名倉様の講演をお聞きし感じま

した。新企画「若手が水道に思う題提供」は次回以降

も行います。ご期待ください(幹事 大澤) 

----------------------------------------------------------------------  
◆新規入会をご希望の方は、事務局までご一報下さい。

詳しくはホームページをご覧ください。 

→ h t t p : / / m i z u w o k a t a r u k a i . o r g  / 

現在の会員数 一般会員 127 名 団体会員 3 団体 (令和 6年 3 月現在) 


